
力強い成長は家計の消費があってこそ アベノミクスはアベコベノミクス 

 

 アベノミクスのもとで円安が進み、潤っている輸出企業もあるだろう。しかし働く人た

ちはほとんど潤っていない。アベノミクスは年３％程度の物価上昇を目標としているが、

賃金が物価の上昇に追いつかないのだ。2013 年 7 月から、じつに 16 か月連続で賃金が目

減りしている（実質賃金の対前年同月増減率がマイナス）。そして 2014 年 2 月からは消費

支出（2 人以上世帯）も、対前年同月で下がり続けている（消費増税直前の 14 年 3 月は例

外）。賃金が目減りしては消費も湿るのは当然である。それは景気もしぼませてきた。 

近年の GDP 成長率を、需要項目の寄与度に分解してみよう。2011 年くらいからの特徴

は、輸出が成長を引っ張れなくなっていることだ。そして 2013 年からは、円安によって輸

入品の額が上昇し、成長率を引き下げている。日本はエネルギーの 100%近く、食料品の

60%、木材の 80%などを輸入していることを忘れてはならない。輸出には輸入品の値上が

りを補う力強さが見られない（図の純輸出は輸入と輸出の差）。プラスの成長にとって民間

最終消費支出が頼りになっており、家計消費を湿らせれば、マイナス成長となる（14 年 4-6

月期は、輸出はマイナスだったが、輸入が激減したために純輸出でプラスとなった）。 

成長を促進したいなら、実質賃金を引き上げ、極端な円安を是正して輸入品の価格を抑

え、比較的低所得の家計でもゆとりを感じられるようにしなければならない。これらにた

いしてアベノミクスは、すべて逆行しており、「アベコベノミクス」というしかない。 

 



「この道」ではみなが潰れる 安倍政権はどこから見ても賃下げ内閣 

 現金給与総額の実質は 10 月もマイナス 2.8％。昨年 10 月に比べて物価が 3.4%高くなっ

たのに、あいかわらず賃金が追いついていない。これで 2013 年 7 月から 16 か月連続で低

下した。前年の同じ月と比べるのは、現金給与総額にはボーナスが含まれ、7・8 月と 12

月が高くなるためだ。では、毎月「きまって支給する給与」は、どのように動いてきただ

ろうか。 

「きまって支給する給与」は、ボーナスを含まないが、残業代や家族手当・通勤手当など

を含む。2010 年の平均を 100 として、物価の動きを調整した実質は、2008 年初めから図

のように動いてきた。麻生政権のもとでリーマンショックの前から低下し、民主党政権で

100 前後に戻した。それが安倍政権になるといきなり下がり、その後もさらに大きく低下し

た（2013 年春先はやや戻したが）。安倍政権はどこから見ても賃下げ内閣であり、景気を墜

落させている。「この道」をつき進むことを許せば、みなが潰れてしまうだろう。 

 

 


